
令和４年１２月１８日（日）、大分豊府高校会議室にて大分県高等学校野球指導者研修会を開催いたしました。本研修会は、「強い大分の復活」をめざして県内高校野球指導者の指導力向上

と加盟校のチーム力向上を図るために毎年実施しております。

野球経験者以外の方を招聘し研修する今年度は、毎年全国レベルのチームを作り上げられている、東九州龍谷高等学校副校長・女子バレーボール部監督相原昇氏を講師としてお招きし、県

内の高校野球指導者及び中学校野球部の指導者を合わせた 65名を対象に「舵取り係の重要性・導き力 ～がんばる人づくり～」のテーマで講演会が行われました。
コロナ禍の影響を受け、３年ぶりの開催となった今回の研修会、春高バレーが直前に迫る中、多くの加盟校指導者の要望により相原先生にお願いいたしました。高校野球と女子のバレーボ

ールの指導法を考えた時、ともすれば真逆のように感じることすらあります。しかしながら、「日頃の生活態度から徹底」「指導者の熱量の大切さ」「観察力・審美眼」など、競技種目やカテゴ

リーは違えども、指導者として共通すべき点が多いことに改めて気付かされた瞬間でした。 

終了後でのアンケートにも、「相原先生の熱量に圧倒された」・「非常に興味深くわかりやすい講演であった」・「教えていただいた内容を今すぐにでも実践したい」・「心は熱く、頭は冷静に。

指導者としての考え方をアップデートすることができた」などの意見が多数あり、この講演でご教授いただいた内容を実践することで、本県のさらなるレベルアップを期待します。

【開講式】       

奥田 宏 高野連会長より                   佐保 宏二 体育保健課長より               講師紹介：陣野 雅紀先生



【講演会】講師：相原 昇 氏


